
第34回

http://pff.jp/34th/
特別協賛：共催： 神戸アートビレッジセンター　

主催： PFFパートナーズ ／ 公益財団法人ユニジャパン

特別助成：

後援： 一般社団法人 日本映画製作者連盟 ／ NPO法人 映像産業振興機構（VIPO）／ 協同組合 日本映画監督協会 協力： 早稲田大学

in 神戸

PFF史上初！ 監督10名集合！！
聞いてみたいあんなこと、こんなこと前売券の購入方法

チケットぴあにて、前売券11月17日（土）10時より発売！［Pコード：464-367］
※チケットぴあ、サークルK・サンクス、セブンイレブンの店舗で直接購入する場合、発券手数料として105円／枚がかかります。
※インターネット、電話予約にて購入された場合、発券手数料およびシステム使用料として、315円／枚がかかります。
※神戸アートビレッジセンターでの前売券販売はありません。　　　※当日学生券の購入時は、学生証の提示が必要です。

全席自由席 前売券

１回券

３回券

800円

2,100円

フリーパス（限定30枚） 4,500円

PFFアワード2012

１回券

3,000円３回券

6,000円 ̶

招待作品部門
PFFスカラシップ

全作品フリーパス（限定30枚）

1,200円

当日券

1,000円

2,700円
̶

3,600円

̶

1,500円

当日学生券

700円
̶

̶

̶
700円

2012/12/22  -24土 月・祝

神戸アートビレッジセンター

エンターテインメントを目指す作品が、今年も目立っ
たPFFアワード。グランプリとジェムストーン賞の2冠
に輝いた『くじらのまち』監督：鶴岡慧子。立教大学で
万田邦敏監督に師事。その後東京藝大大学院で映
画を学ぶ。その儚くも瑞々しい男女の淡い三角関係
とファンタジーの融合が国を問わず高く評価された。
そして、エンタテインメント賞＆映画ファン賞の2冠に
輝いた『かしこい狗は、吠えずに笑う』監督：渡部亮平
は、自主制作とは思えぬ完成度の高さが話題となり口
コミで動員が増加。驚くほど緊張の糸が途切れない
演出力と思いもよらぬ展開で、多くの人を惹きつけた。

準グランプリを獲得した『魅力の人間』監督：二ノ宮隆
太郎。監督を目指し日本映画学校に入るも挫折。演
者の気持ちを知るため、ENBUゼミナールの俳優コー
スに入学した経歴の持ち主。本作で忘れたくても忘
れられない怪演を見せた。そして、来場監督が主演す
る作品があと2作品ある。ひとつは、多摩美術大学出
身の審査員特別賞受賞『故郷の詩』監督：嶺 豪一。自
伝的要素も強い「泥臭くてイタい青春」を監督自身が
体を張って熱演。その無謀さと愛嬌が人気に。そして、
東京造形大学出身の『リコ』監督：弓場 絢。一切の説
明を省いた独特のスタイルで物語が展開。静かに流
れる日常に潜むフィクション性にはっとさせられ、ハ
マった観客も多数いる実験作。

自主映画といえば、自身を色濃く反映した作品も多
い。審査員特別賞『あん、あん、あん』監督：イノウエ カ

ナは、立命館大学在学中。監督自身のセクシャルマイノ
リティを果敢にも正面から題材にし、性を取り巻く
様々な思惑を物語に昇華した。審査員特別賞『stay 
チューン』監督：伊藤智之は、劇中で主人公に性欲を爆
発させる。その強烈さからか、最終審査員・川村元気
氏に「最後まで作り手の声が響いてくる作品」と称さ
れた驚愕作。『水槽』監督：加藤綾佳は高校中退後入
学した映画美学校先輩の作品にスタッフとして参加し
た際、エキストラで来ていた主演の生駒梨奈に一目惚
れし、「1年後に映画を撮るから」と約束通り本作を完
成。その存在感は監督の思惑通り地方に暮らす窒息
感を、生々しく体現した。

『あの日から村々する』監督：加藤秀則と、『ゆれもせ
で』監督：川原康臣は、311以後の日本を描く作品でも
ある。加藤監督は、原発事故で曾祖母が生まれて初
めて福島の家を離れることになったことからこの映画
を制作。コミカルなタッチでB級映画さながらに展開
するが、随所に監督自身の“願い”にも似た“想い”が見
え隠れし、ラストは多くの観客の心を打つ。川原監督
は、本年では唯一、PFF入選経験を持つ。05年、同じ
年にPFF入選の岡太地監督が脚本を提供。自身初の
恋愛映画を通して、震災後の東日本の風景を思い出さ
せる。 

会場では以上10名の監督との質疑応答を実施。作
品を観て、実際に監督たちと話して、日本映画の最先
端を体感してほしい。

東京を超える！？ 前代未聞！ 10人の入選監督が神戸に集結！

高橋伴明 川内倫子 川村元気

鶴岡慧子

渡部亮平

二ノ宮隆太郎

嶺 豪一

弓場 絢

イノウエ カナ

伊藤智之

加藤綾佳

加藤秀則

川原康臣

今年の神戸には、総勢10名の監督が来場する予定です。20代前半が大半を占めるのが今年の特徴。
一種、各種映画・映像を学ぶ学校のパノラマとなりました。現在の日本の最前線を目撃できるこの機会に是非お越し下さい！

「PFFアワード2012」最終審査員

あなたが決める PFF神戸賞！
お問い合わせ

交通案内◎
神戸高速鉄道「新開地駅」東8番出口より徒歩5分
JR「神戸駅」北出口より徒歩10分
市営地下鉄「湊川公園駅」より徒歩15分

チケット情報

会場◎神戸アートビレッジセンター　兵庫県神戸市兵庫区新開地5-3-14  TEL：078-512-5500

PFF事務局　03-5774-5296（平日10:00～18:00）　　http://pff.jp/34th/

行定　勲 新井浩文

ご来場いただいたお客様の投票により、PFF神戸賞を決定します。神戸では、果たして
どの作品が多くの支持を得るのか？ 神戸グランプリに是非投票してください！

本年はこの5名が東京会場で各賞を決定しました。

　　高橋伴明 映画監督／京都造形芸術大学教授
　　行定　勲 映画監督
　　川内倫子 写真家
　　新井浩文 俳優
　　川村元気 映画プロデューサー ※敬称略
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